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　武力攻撃やテロなどが発生すると、普段のように救急車がかけつけられない
ことも考えられます。怪我をしてしまった場合あるいは自分は無事でも家族
やまわりの人が怪我をしている場合や応急措置が必要な場合などに備えて、
知識を身につけておきましょう。

（1）  切り傷などにより出血している場合

（2）  火傷をしている場合

（3）  骨折している場合

怪我などに対する応急措置5

傷口が土砂などで汚れているときは、なるべく早く
きれいな水で十分に洗い流しましょう。
出血が多い場合は清潔なガーゼや布でやや強く
押さえ、止血しましょう。
骨折がないことを確認した上で、傷口は心臓よりも
高くしましょう。
包帯を巻くときは患部を清潔に保ちましょう。
じかに血液に触れないよう、ビニール・ゴム手袋
やスーパーの袋などを利用しましょう。
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流水で患部を冷やしてください。
水ぶくれは破らないよう注意しましょう。
消毒ガーゼかきれいな布を当て包帯をしましょう。
やたらと医薬品を使うのはやめましょう。
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出血している場合はその手当てをしましょう。
負傷した箇所はあまり動かさないでください。
氷あるいは冷湿布などを利用してハレや痛みを
やわらげてください。
可能であれば、添え木※を当て、骨折部分の上下
を固定します。
さらに腕の場合は三角巾などで固定します。

添え木は、棒や板、傘やダンボールなどで代用で
きます。

●
●
●

●

●

※

●


